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１ 

多
度
津
町 

多
度
津
町
は
、
香
川
県
下
に
お
い
て
市
制
お
よ
び
町
村
制
が
実
施
さ
れ
た
明
治
二
十
三
年
（
一
八

九
〇
）
二
月
十
五
日
、
そ
れ
ま
で
の
多
度
津
村
と
新
町
村
を
併
せ
て
誕
生
し
ま
し
た
。 

多
度
津
町
の
地
域
一
帯
は
、
現
在
残
さ
れ
た
遺
跡
や
出
土
品
に
よ
っ
て
、
尐
な
く
と
も
二
～
三
世

紀
頃
に
は
農
耕
生
活
を
営
む
人
々
が
住
み
、
次
第
に
各
所
に
集
落
を
形
成
し
、
陸
路
ば
か
り
で
な
く

川
や
海
を
航
行
す
る
よ
う
に
な
り
、
七
～
八
世
紀
に
は
多
度
郡
の
津
と
し
て
海
上
交
通
の
一
拠
点
と

な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
度
津
山
の
南
と
東
に
広
が
る
農
村
部
は
、
弘
田
川
と
金
倉

川
の
流
域
に
で
き
た
平
野
で
、
丸
亀
平
野
西
部
の
肥
沃
な
土
地
で
す
。
奈
良
・
平
安
時
代
以
来
の
耕

地
開
発
に
よ
っ
て
麦
の
耕
作
が
盛
ん
と
な
り
、
人
口
も
増
加
し
て
現
在
の
地
域
の
主
だ
っ
た
集
落
が

形
成
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
証
拠
と
し
て
律
令
制
度
に
よ
る
条
里
制
の
区
画
が
地
名
と
共
に
残

っ
て
い
て
、
現
在
の
多
度
津
町
の
地
域
一
帯
は
、
開
拓
の
進
展
に
伴
い
、
文
化
的
に
も
か
な
り
進
ん

で
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

２ 

白
方
地
区 

 

旧
白
方
村
の
北
部
は
、
白
砂
の
海
浜
が
続
い
て
瀬
戸
内
海
に
面
し
、
南
東
部
は
多
度
津
山
か
ら
西

に
標
高
八
十
メ
ー
ト
ル
前
後
の
丘
陵
が
東
西
に
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
延
び
、
南
西
部
は
急
峻
な
天
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霧
・
弥
谷

い
や
だ
に

の
連
山
に
囲
ま
れ
て
、
見
立
と
の
間
に
は
白
方
山
が
う
ず
く
ま
っ
て
お
り
、
遠
浅
海
岸
の

砂
地
や
山
が
迫
っ
た
土
地
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
特
に
三
方
山
に
囲
ま
れ
た
奥
白
方
は
、
古
代
に
は

要
害
の
地
と
し
て
早
く
か
ら
集
落
が
で
き
て
、
周
囲
の
小
高
い
山
々
や
平
地
に
は
、
時
代
の
異
な
る

古
墳
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
西
白
方
に
注
ぐ
弘
田
川
の
河
口
付
近
は
「
か
ぶ
ら
津
」
の
港
と
し
て
、
善
通
寺
方
面
か
ら

海
上
へ
通
じ
る
交
易
や
交
通
の
拠
点
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
江
戸
時
代
以
後
も
砂
糖
な
ど
の
帆
船

が
出
入
り
し
て
い
ま
す
。 

 

３ 

空
海
（
弘
法
大
師
） 

 

宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
六
月
十
五
日
、
讃
岐
国
多
度
郡
屏
風
浦
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
は
佐
伯
直
田
公

さ
え
き
の
あ
た
い
た
ぎ
み

、

母
は
阿
刀

あ

と

氏
、
幼
名
を
真
魚

ま

お

と
言
い
ま
し
た
。
延
暦
七
年
（
七
八
八
）
十
五
歳
の
と
き
、
母
方
の
伯

父
で
あ
る
阿
刀
大
足
に
従
っ
て
京
に
入
り
、
同
十
年
大
学
の
明
経
科
に
学
び
ま
し
た
が
、
翌
年
仏
教

に
志
し
て
大
学
を
去
り
、
阿
波
大
滝
岳
・
土
佐
の
室
戸
岬
等
で
修
行
を
し
ま
し
た
。
十
六
年
に
京
都

へ
戻
り
「
三
教
指
帰

さ

ん

ご

う

し

き

」
を
著
し
て
儒
・
仏
・
道
の
三
教
の
優
务
を
論
じ
、
仏
教
を
最
も
優
れ
た
教
え

で
あ
る
と
し
ま
し
た
。 

 

延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）
留
学
僧
と
し
て
遣
唐
使
に
従
っ
て
長
安
に
赴
き
、
恵
果

け

い

か

に
つ
い
て
真
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言
密
教
を
伝
え
ら
れ
、
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
帰
朝
し
日
本
に
真
言
宗
を
広
め
ま
し
た
。
ま
た
、
空

海
は
宗
教
家
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
大
陸
文
化
の
導
入
に
も
偉
大
な
業
績
を
残
し
ま
し
た
。
嵯
峨

天
皇
は
、
書
道
・
詩
や
文
章
な
ど
に
も
優
れ
た
文
化
人
空
海
を
親
愛
さ
れ
ま
し
た
。
讃
岐
で
は
、
満

濃
池
の
修
築
と
い
う
事
績
が
特
筆
さ
れ
ま
す
。 

弘
仁
十
年
（
八
一
九
）
高
野
山
を
開
き
、
天
長
二
年
（
八
二
五
）
京
都
に
東
寺
（
教
王
護
国
寺
）

を
賜
り
、
同
五
年
に
綜
芸
種
智
院

し

ゅ

げ

い

し

ゅ

ち

い

ん

を
建
て
る
等
、
偉
大
な
宗
教
家
と
し
て
承
和
二
年
（
八
三
五
）
三

月
二
十
一
日
高
野
山
で
座
禅
し
た
ま
ま
入
定
し
、
六
十
二
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。 

 

４ 

海
岸
寺 

経
納
山
迦
毘
羅
衛
院 

 

寺
伝
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
は
空
海
の
母
親
で
あ
る
玉
依
御
前

の
出
身
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
空
海
は
奈
良
時
代
後
期

の
宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
に
海
岸
寺
奥
の
院
で
生
ま
れ
た
と

さ
れ
て
お
り
、
弘
法
大
師
出
化
初
因
縁

し
ゅ
っ
け
し
ょ
い
ん
ね
ん

の
霊
跡
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

平
安
時
代
初
期
の
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
空
海
が
弥
勒
菩

海岸寺の本堂 
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薩
を
刻
み
、
堂
宇
を
構
え
た
の
が
海
岸
寺
の
開
創
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）

に
は
空
海
が
自
身
の
像
を
刻
み
、
大
師
堂
を
建
て
た
こ
と
に
よ
り
奥
の
院
が
開
か
れ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

長
宗
我
部
元
親
の
讃
岐
侵
攻
に
よ
り
、
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
に
は
伽
藍
が
焼
亡
し
、
天
正

十
八
年
か
ら
随
時
再
建
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

５ 

十
四
橋

そ

よ

つ

ば

し 

弘
田
川
に
十
四
橋
と
い
う
橋
が
架
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
空
海
が
海
岸
寺
で
勉
強
し
て
い
た
幼

い
頃
、
毎
月
十
四
日
に
必
ず
こ
の
橋
を
渡
っ
て
仏
母
院
の
そ
ば
に
住
む
母
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
り
、

熊
手
八
幡
に
参
っ
た
り
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
空
海
が
毎
月
十
四
日
に
必
ず
通

ら
れ
る
こ
と
か
ら
後
に
こ
の
橋
を
十
四
橋
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

６ 

仏
母
院 

 

八
幡
山 

仏
母
院 

屏
風
浦 

三
角
寺 

 

空
海
が
自
ら
の
氏
神
と
し
て
崇
め
奉
ら
れ
た
の
が
こ
の
山
の
八
幡
神
だ
と
伝
え
ら
れ
、
仏
母
院
が

古
く
か
ら
こ
の
神
を
祀
る
熊
手
八
幡
宮
の
別
当
寺
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
八
幡
山
と
称
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
曼
荼
羅
仏
母
院
の
主
尊
で
あ
る
三
角
智
印
が
、
あ
ら
ゆ
る
仏
・
菩
薩
の
功
徳
を
、
一
切
魔
を
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降
伏
除
障
さ
れ
る
力
を
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
三
角
寺
と
称

さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

永
禄
年
間
（
一
五
五
八
～
七
〇
）
の
兵
火
に
よ
り
荒
廃
し
ま

し
た
が
、
そ
の
後
大
善
坊
が
再
興
し
た
こ
と
か
ら
、
寺
院
名
も

大
善
坊
と
称
し
ま
し
た
。
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
、
嵯
峨

御
所
（
大
覚
寺
）
よ
り
「
仏
母
院
」
の
院
号
を
下
賜
さ
れ
、
寺

院
名
が
大
善
坊
か
ら
仏
母
院
に
改
め
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。 

 

仏
母
院
は
玉
依
御
前
出
身
伝
承
地
の
一
つ
で
、
玉
依
御
前
が

こ
の
地
の
産
土
神
で
あ
る
熊
手
八
幡
宮
の
八
幡
神
に
子
宝
授

与
を
祈
願
し
、
こ
こ
で
空
海
を
出
産
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

屋
敷
跡
と
言
わ
れ
る
場
所
は
御
住

み

す

み

屋
敷
と
呼
ば
れ
、
現
在
は
仏

堂
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
境
内
に
は
、
空
海
の
へ
そ
の
緒
を

納
め
た
と
言
わ
れ
る
「
胞
衣
塚

え

な

づ

か

」
が
あ
り
ま
す
。
古
来
、
多
く

の
人
が
こ
の
胞
衣
塚
に
祈
願
し
、
安
産
・
子
授
の
ご
利
益
を
頂

い
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
空
海
が
誕
生
し
た
折
に
使
用
し
た

仏母院 胞衣塚 
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産
湯
の
水
を
汲
み
上
げ
た
井
戸
と
し
て
、
産
湯
井
戸
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
堂
に
は
、
空
海
が
幼

尐
時
に
泥
土
で
造
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
仏
像
「
童
仏
」
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

※ 

仏
母
院
古
石
塔
（
町
指
定
有
形
文
化
財
） 

 

五
重
の
石
塔
で
正
面
に
梵
字
バ
ン
が
あ
り
、
両
側
面
に
「
施
入
八
幡
嘉
暦

か
り
や
く

元
丙
寅
萼
行

が
く
ぎ
ょ
う

」
と
あ
り

ま
す
。
鎌
倉
末
期
の
も
の
で
、
記
年
の
あ
る
も
の
と
し
て
は
県
下
で
も
古
く
、
神
仏
分
離
に
よ
り
熊

手
八
幡
宮
か
ら
別
当
寺
で
あ
っ
た
仏
母
院
へ
移
さ
れ
ま
し
た
。
（
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
指
定
） 

 

７ 

熊
手
八
幡
宮 

〔
祭
神
〕
応
神
天
皇
、
相
殿 
神
功
皇
后
・
三
女
大
神 

〔
由
緒
〕
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
昔
神
功
皇
后
三
韓

征
伐
の
御
帰
途
、
風
波
の
難
を
一
時
こ
の
地
に
避
け
ら
れ
、

御
出
発
に
際
し
、
籏
、
熊
手
（
兵
器
）
を
止
め
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
村
人
が
こ
れ
を
祀
り
熊
手
八
幡
宮
と
奉
号
し
た
の
が

始
ま
り
と
言
わ
れ
、
多
度
津
・
白
方
・
青
木
・
庄
の
産
土
神

で
す
。
始
め
て
社
殿
が
造
営
さ
れ
た
時
代
は
不
詳
で
、「
道
隆

熊手八幡宮 
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寺
温
故
記
」
に
は
延
久
五
年
（
一
〇
七
三
）
白
方
八
幡
宮
廃
壊
に
及
ぶ
が
故
に
造
営
を
加
え
た
と
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
年
葛
原
・
三
井
・
堀
江
浜
の
八
幡
宮
が
創
営
さ
れ
た
と
も
記
し
て
お
り
、
多
度
津

に
現
存
す
る
八
幡
神
社
の
最
も
古
い
も
の
で
す
。 

 

熊
手
八
幡
宮
の
存
在
を
証
明
す
る
も
の
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
嘉
暦
元
丙
寅
（
一
三
二
六
）
の
銘
の

あ
る
仏
母
院
の
古
石
塔
で
、
尐
な
く
と
も
鎌
倉
時
代
に
は
こ
の
地
に
祀
ら
れ
て
い
た
古
社
で
す
。
社

殿
の
修
理
は
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
は
幣
殿
・
拝
殿
を
改
築
し
神
饌
殿
・
絵
馬
殿
を
新

築
し
、
同
二
十
三
年
本
殿
を
改
築
し
ま
し
た
。 

 

江
戸
時
代
後
期
に
、
京
極
家
が
多
度
津
の
陣
屋
に
移
っ
た
と
き
、
産
土
神
と
し
た
の
が
文
政
十
二

年
（
一
八
二
九
）
で
、
祭
祀
の
方
法
が
整
え
ら
れ
廃
藩
の
後
多
尐
改
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
郷
社
と
し

て
多
度
津
町
に
お
い
て
最
も
崇
敬
さ
れ
ま
し
た
。 

 

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
県
の
神
饌
幣
帛
料
供
進
神
社

し
ん
せ
ん
へ
い
は
く
り
ょ
う
き
ょ
う
し
ん
じ
ん
じ
ゃ

に
指
定
さ
れ
、
大
祭
日
に
は
奉
幣
使

が
参
向
し
郷
社
の
特
典
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
制
度
は
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
の
終
戦

後
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。 

 

な
お
、
現
在
の
本
殿
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
の
修
営
で
、
随
神
門
は
昭
和
五
十
年
（
一
九
七

五
）
に
屋
根
修
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

社
名
は
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
の
文
書
で
は
白
方
八
幡
宮
と
あ
り
ま
す
が
、
明
和
六
年
（
一
七
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六
九
）
の
神
主
の
書
上
覚
に
は
八
幡
宮
と
あ
り
、
「
西
讃
府
誌
」
に
は
熊
手
八
幡
宮
と
記
し
て
お
り
、

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
、
熊
手
八
幡
神
社
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
戦
後
の
昭
和
二
十
五
年
（
一

九
五
〇
）
再
び
も
と
の
「
熊
手
八
幡
宮
」
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

※ 
木
造
高
麗
犬
（
町
指
定
有
形
文
化
財
） 

 

こ
の
高
麗
犬
は
室
町
時
代
の
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
に
熊
手
八
幡
宮
の
社
殿
が
改
築
さ
れ
た

当
時
奉
納
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
彩
色
を
施
し
た
顔
が
犬
の
よ
う
に
長
く
、
古
い
形
を
残
し
て

い
ま
す
。
（
昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
指
定
） 

  

【
参
考
文
献
】 

香
川
の
文
化
財 

香
川
県
文
化
財
保
護
協
会 
昭
和
六
十
一
年
三
月
発
行 

多
度
津
町
誌 

多
度
津
町 

平
成
二
年
一
月
二
日
発
行 

多
度
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海岸寺 

熊手八幡宮 

仏母院 

十四橋 

海岸寺奥院 
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３月１７日（日） 多度津町からの復路 

ＪＲ海岸寺駅 

  （海岸寺駅）     （高松駅） 

11：49 発  →    12：32 着 

12：52 発  →    13：32 着 

 

次回のふるさと探訪は・・・・ 

 テ  －  マ 西方寺の山辺の道を歩く  

 と  き 平成２５年４月２１日（日）  

      ９：３０～１２：００  

 集合場所 未定（４月１５日号の広報たかまつ、高松市ホー

ムページでご確認ください。）  

講  師 山本 英之さん（高松市文化財専門員）  

☆広報「たかまつ」４月１５日号に開催案内を掲載しますの

で、ご覧ください。  

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、文化財課

（TEL 839－2660「午前７時 30 分～開始時間まで」）でお

知らせします。（電話が通じない場合は、「実施」です。）  
 

★集合場所への交通案内★ ---------------------------------------  

ＪＲ電車【高徳線・下り】 

（高松駅）  （昭和町駅） （栗林公園北口駅） 

８：３３  →   ８：３６  →   ８：３８ 

９：１５ →  ９：１８  →   ９：２２ 
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「ふるさと探訪」に  

参加される皆様へ  

 

※ 参加中は、次のことに充分留意し、  

 安全で意義のある探訪としましょう。  

 

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょ

う。  

（必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、道路

の端を一列で歩きましょう。）  

 

２ 無理をせず、体調には十分気をつけましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気

をつけましょう。  

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。  

 


